
２０２２年（令和４年）４月１日更新
藤沢市教育委員会

藤沢市学校運営協議会における
これまでの取組事例
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藤沢市教育委員会

片瀬小学校

公民館事業の効果的な周知方法

学校ホームページに
「公民館からのお知らせ」
というカテゴリを新たに作成し、
情報発信することとなりました。
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藤沢市教育委員会

片瀬小学校

地域学習支援の情報共有について

片瀬・江の島まちづくり協議会と
片瀬ボラセン運営委員会が主催する
地域が主体となった学習支援活動
「片瀬ひだまり教室」について、
学校運営協議会の中で、運営状況や
課題などについての情報共有を図りま
した。

片瀬小学校
学校運営協議会の様子
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藤沢市教育委員会

片瀬小学校

地域団体との連携体制の強化

児童が校外に出かける（身近な地域
探検など）際の安全見守り支援につ
いて、三者連携の皆様にご協力いた
だきました。

また、社会科の授業などで、
地域資源を活用した学びを進めて
いくため、片瀬漁港の皆様に
ご協力をいただきました。

今後も、片瀬こまなどの昔あそびや
地元のお寺の歴史など、
地域に根差した学びを進めるにあた
り、学校運営協議会を通じて、
地域の皆様にご助言をいただきたい
と考えています。4



藤沢市教育委員会

片瀬小学校

ＩＣＴ端末を活用した授業などに

対する地域ボランティアの補助

学校運営協議会委員にＳＥさんがい
たことから、その方を中心に、主に
低学年を対象とした授業補助が行わ
れました。

コロナの影響もあり、色々と制約が
あったものの、実際の授業風景を
協議会委員が視察し、複数人の支援
が入ったことは、学校にとって大変
心強いものでした。
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藤沢市教育委員会

秋葉台小学校

秋葉台小学校・運営委員会

（児童で組織された委員会）への取組支援

運営委員会の取組（テトラ
パックやベルマークの回
収）を学校運営協議会で共
有し、地域の皆さんの協力
をあおぐことになりました。

運営委員会の子どもたちが作成した
チラシを地域回覧して、活動協力を地域に広げた
ことによって、遠藤市民センターに置かれた
回収箱に多くのテトラパックとベルマークが
集まり、子どもたちが大変喜びました。

＜児童が作成したチラシ＞ ＜回収箱＞
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藤沢市教育委員会

秋葉台小学校

見守りが必要な子ども、家庭への支援

協議会委員である民生委員から「学校から、家庭への見守りを依頼されても
アプローチの手段が限られている。とは言え黙って何もしない訳にもいかず、
問題が起こる前に出来ることはないか」との話し合いとなりました。
結果、行政の関係部局等の職員に、学校運営協議会に出席してもらい、意見交換
を行ったらどうかとの提案がなされ、引き続き次年度への継続協議となりました。

秋葉台小学校
学校運営協議会の様子
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藤沢市教育委員会

秋葉台小学校

慶応義塾大学の学生と地域との連携

准教授からは「様々な場面に
おいて、大学と地域をつなぐ
持続可能な関係性の継続のた
めの仕組みづくりをしていき
たい」との言葉をいただきま
した。

委員である慶応大学准教授の
研究会に所属する学生から、
「遠藤の郷土散策」「遠藤文化祭」
「ブルーベリー収穫」など、遠藤地区
の様々な事業協力を行っていることが
学校運営協議会で発表され、あらため
て地域と学生とのつながりの深さを認
識しました。

＜遠藤の郷土散策＞

＜遠 藤 文化祭＞
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藤沢市教育委員会

秋葉台小学校

体力・運動能力調査の測定や

下校時の見守り支援などに対する

地域ボランティアの補助

体力・運動調査の測定時に、
慶応大学の学生さんと
青少協の役員さんが協力して
くださいました。

児童の下校時の見守りへの
参加者が着用するワッペンを、
三者連携の協力で作成し、
協力者へ配布しました。
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